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　2019年は目標を持ち、人とし
て成長するためにも、みんなで「協
働」しながら支え合い学びあって
きました。毎朝、校門では「お早
うございます」の声が大きく響き、
時には立ち止まってお辞儀をして
くれる児童も多かったのですが、
「自分から、目を見て挨拶」と目
標もさらに高くし、なおも頑張る委員会活動の姿が
みられました。また、体験学習や人との出会いを大
切し、たくさんのゲストティーチャーを迎えました。
　27組もの赤ちゃん連れのお母さんが来校した「赤
ちゃん登校日」では6年生が子育ての苦労や楽しみを
知り、可愛い赤ちゃんといっぱい交流しました。
　さらに、10月には元全日本バレーボール代表の大
山加奈さん、本校卒業生でもある絵本作家のはまの 
ゆかさんとの交流授業や11月には大阪体育大学の曽
根裕二さんによるボッチャの指導、チェコの少女合
唱団「イトロ」と国際交流をしたり、素晴らしい歌

声も聴かせていただくことがで
きました。また、全国から2校と
いう環境活動絵画コンクールで
環境大臣賞（学校賞）もいただ
いたりと、文化的活動や体育的
活動の両面で大変実りある年と
なりました。今年も心に残る体
験活動やいろいろな人との出会

いの中から学びを深め、チャレンジしていく年とし
て、中央小みんなでがんばっていきたいと思います。

　大木小学校は、豊かな自然を背
景に、地域の人と保護者との協働
の中、少人数の特色を最大限生か
しながら教育活動を進めていま
す。2学期の大きな行事として「大
木たんけん」がありました。子
どもたち一人ひとりが“やって
みたいこと”を考え、その課題

に沿って大木の町を探検しました。植物や動物に興味
を持って大木の町へ歩き出した子、水辺の生き物を捕
まえに川へ向かった子、ランプの家でステンドグラス
について話を聞いた子など、テーマは多様でした。大
木の昔の川の様子を聞いたり、カニ採りの網やイノシ
シ用のわなを見せてもらったりした子もいました。「自
分の課題」に向き合うことができたためか、一人ひと
りが生き生きと学びに向かっていました。
　その後、自分の課題についてさらに詳しく調べ、
11月に行った「大木まつり」では、全校児童のまと
めの作品が体育館に並びました。「大木まつり」は、
地域の人や保護者とのふれあい
をテーマにしています。6年生の
｢大木の歴史発表｣、5年生の｢地
域のみなさんとの〔みんなでク
イズ〕｣、4年生の「救急の仕組・
消防団の紹介・体験」など、各学
年の取組はとても楽しいもので
した。大木小学校の行事は、その
多くが地域の自然を生かしたものであり、地域のみな
さんのご協力があって成り立っています。
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で
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な
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つ
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
は

学
校
で
行
う
と
い
う
考
え
方
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
と
な

る
の
は
、
学
校
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含
め
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全
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と
な
り
、
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子
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を
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と
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迎
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。

し
か
し
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た
ち
大
人
に
必
要
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れ
る
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と
は
、
子
ど
も
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く
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全
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同
じ
目
標
に
向

か
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い

く
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
成

長
し
て
い
く
中
で
、
自
分
の
人
生
を

切
り
拓
い
て
い
け
る
よ
う
に
見
守
り
、

時
に
は
支
援
す
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

生
き
生
き
と
し
た
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
こ
れ
か
ら
も
見
つ
め
ら
れ
る
よ

う
、
泉
佐
野
市
の
教
育
を
社
会
全
体

で
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ボッチャの様子

▲環境大臣賞

▲ステンドグラスの話

▲大木まつり
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